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企業・団体協賛のご案内
第78回 川崎市制記念 多摩川花火大会

申込締切 6月14日（金）

◆日　　時　令和元年6月8日（土）10:00～17:00　
◆会　　場　JR武蔵溝ノ口駅 改札口前自由通路
◆内　　容
　（1） かわさき名産品フェア
　　川崎市内の名産品などのワゴン販売（22ブース程度）を行います。
　（2） オリジナルグッズプレゼント
　　会場内のお店3店舗でそれぞれ300円以上お買い物をすると、
「ばいぞーくん」オリジナルエコバッグをプレゼント！
（数に限りがあります。無くなり次第終了します。）

　（3） JR・東急合同の「こども駅長制服撮影会」を実施します。
　　※カメラなどはお客様ご自身でご用意ください。
　　1回目  10:30～11:30　2回目  13:00～14:00

【問い合わせ先】
　川崎商工会議所 中小企業振興部 多摩支所　☎044-932-1100　川崎市 経済労働局 産業振興部 商業振興課　☎044-200-2356

　市内の優れた名産品を広く市内外に紹介・PRし、地元での調達、買い物、消費拡大に取り組む「Buyかわさきキャンペーン」の一環
として、「Buyかわさきフェスティバル」を開催します。
　川崎の名産品が並ぶイベントです。武蔵溝ノ口駅改札前自由通路にて実施します。会場では、名産品をワゴン販売するほか、JRと東
急の協力による「こども駅長制服撮影会」も実施します。1日限りのイベントですので、ぜひお出かけください。

　少子高齢化やライフスタイルの多様化等により、経済的に自立し、より自分らしい暮らしを送るためには、家
計管理の習慣化や計画的な資産形成等がより必要になってきます。ライフプランに関する知識等を学び、将来へ
の生活やリスクに備えましょう。

第34回 　Buyかわさきフェスティバル  in たかつ

【日　　時】　令和元年6月24日（月） 10:00～11:45 
（9:45受付開始）

【会　　場】　川崎市生活文化会館（てくのかわさき）2階
てくのホール　川崎市高津区溝口1-6-10

【内　　容】　「将来に備えたライフプラン
  ～資産形成とその注意点について～」

【講　　師】　日本証券業協会　金融・証券インストラクター
【対象・定員】 市内在住・在勤・在学の方　60名
【費　　用】　無料
【申込方法】　サンキューコールかわさきへ電話でお申込みください。

（先着順）8:00～21:00　年中無休　
☎044-200-3939

◆大会概要
　令和元年10月5日（土）　※荒天中止 （順延はありません。）
　多摩川河川敷（二子橋～第三京浜道路）
　・18:00～19:00　花火 （スターマイン、 音楽花火等） 約6000発
◆ご協賛特典（詳細はパンフレットをご覧ください。）
　・20万円以上で、貴社名をアナウンスして花火を打ち上げ。
　・20万円以上で、花火大会特設ホームページに貴社の協賛バナーを
掲載（翌年3月まで）。

　・3万円以上で、有料協賛席にご招待
（ご協賛金額により招待券の枚数が異なります）。

　☆他に、商品PR等を行うことができる「企業協賛ブース」もござい
ます。

【問い合わせ・申し込み先】
　一般社団法人 川崎市観光協会
　（幸区堀川町66-20 川崎市産業振興会館8階）
　☎044-544-8229　044-543-5769　

☝川崎市観光協会 検索 第62回川崎市観光写真コンクール優秀賞「クライマックス」能登 正俊
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　「おもしろいことがしたい」。そう考えていた大手光学機器メー
カーの技術者たちが独立を決意、1991年に設立したのが（株）
マイス（高津区久地）です。「他社では作ることができない装置を
作り出す」。それをミッションとする同社は、工業製品の生産で
使用する「自動生産装置」の製造販売を手掛けています。人が行っ
ている単純作業を、機械ができるようにする自動化生産装置に
対するニーズは、人手不足を背景に年々高まっています。同社
ではそうした企業のSOSに対応。「工場で作業の一部を自動化し
たい」というお客さんの要望を聞き、それに応じた装置を1台1
台完全オーダーメード生産しているのです。その一方で、創業
当初から「自社製品を持ちたい」という夢を持ち続けており、一
歩一歩着実に実現。金属部品用「パーツカウンター」や樹脂製部
品用「樹脂ファスナーカウンター」など、同社オリジナル製品を
次々と世に送り出しています。今回はそんな同社を訪問しました。

■転機になった知財マッチング
　社名の「マイス」の由来は、創業者
二人がねずみ年だったため、ねずみ
を表す英単語 「Mouse（マウス）」の
複数形 「Mice（マイス）」 に由来す
るそうです。創業者の一人、酒井高
雄会長が在籍していたのが大手メー
カーの生産設備部門。そこでは、切
削や研磨といった、ものづくりの基
礎技術のみならず、新製品の量産す
るための生産設備や、その装置の設
計・製造まで、実に幅広い分野をカバーすることが求められま
した。この経験から、酒井会長は加工〜量産まで、ものづくり
に対する広範囲なノウハウを蓄積。最終的には26年間の経験
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　開放特許活用で自社製品の夢を実現、
　海外展開も果たす



を積んだそうです。とはいえ、も
のづくりに没頭する中で「いつか
自社製品を創りたい」という想い
が日増しに強くなりました。そこ
で選んだのが仲間とともに起業す
る道でした。
　起業後、酒井高雄会長たちがま
ず着手したのが、自社製品の投入

でした。とはいえ、道のりは決して平たんではありませんでし
た。「勝手に需要があると思い込み、ろくに市場調査もしてい
ませんでした。自己満足のものづくりで、当然うまくいきませ
んでした」と、酒井会長は苦笑いを浮かべ振り返ります。自分
たちが「売れる」という思いとニーズとのギャップ―。その溝は
埋まらず、初の自社製品は失敗に終わりました。
　同時に、まだ自社製品を出す時期ではないと悟った酒井会長
らは、会社を存続させるために、前職時代に培った知識や経験
が生かせる仕事として、今での主力事業になっている生産設備
や検査装置の設計・製造を請け負う事業を始めました。しばら
くすると、携帯電話の時代が到来。普及していく中で、同社は
制御用部品である「水晶振動子」の自動検査装置の製作を手掛け、
一気に波に乗りました。その後も、大手スイッチメーカー向け
自動組み立て機や、検査装置などの単品もののオーダーメード
品の製作に当たり、取引先を順調に増やしてきました。
　転機は2013年に訪れました。川崎市産業振興財団の知的財
産マッチング担当コーディネーターが「こんなのありますよ」と、
日産自動車の開放特許情報を同社に持ってきました。その情報
を目にした酒井会長に再びよみがえってきたのは、忘れかけて
いた「自社製品を持ちたい」という気持ちでした。日産自動車の
工場で使われていたパーツカウンターの原型を見て、開放特許
情報を確認。「（この技術を使って）製品化できる！」と思い、知
財活用による自社製品開発を決意しました。

■第二の柱に育成
　再び動き出した自社製品の開発構想。ただし製品化するため
には「小型化」と「コストダウン」は欠かせない要素でした。「売
れるものを作る」ことが何よりも重要であることは、以前の失
敗から学んだことでした。小型化を追求しながら、現場で決断
できる決裁不要の20万円以下に抑える。そして原価に見合っ
たもので機能させるためにはどうしたら良いか、試行錯誤を繰
り返しました。
　こうして数カ月後に完成。国内自動車メーカーに必死に売り
込みをかけ、某大手自動車メーカーの担当者が、生産ラインで
試用してくれることになりました。そこで担当者の協力を得て、
導入するための改良を重ねました。それが現在の金属部品用

「パーツカウンター」です。

　実際に導入した自動車の生産ラインでは、ボルトやナットな
どの金属部品を、工程ごとに設定した数量と供給パターンで自
動供給します。今までは、作業員が手作業で箱から所定の数を
取り出していたものが、自動でできるようになりました。これ
により、作業ミスの大幅削減だけでなく、ある自動車メーカー
では約20％の生産効率アップにもつながったそうです。
　念願の自社製品「パーツカウンター」は、送料込みで19万
8000円（税別）。14年の発売以来、今では、国内にあるほとん
どの自動車メーカーの生産ラインで、同社の金属部品用パーツ
カウンターが使われています。次に開発した自社製品第二弾、
樹脂製部品用「樹脂ファスナーカウンター」も同じくヒット。二
つの自社製品は中国や韓国、スペインでも使われるようにもな
りました。
　現在、4人の少数精鋭企業ながらも、パーツカウンターの量
産化を実現しています。会社の売上高に占める自社製品の割合
は25％に高まっており、文字通り“装置メーカー ”になりつつあ
ります。日産自動車の開放特許活用が、同社創業の夢を実現へ
と導くカギとなりました。本年度の販売目標は金属部品用・樹
脂部品用合わせて1000台。「自社製品開発で（事業の）第二の
柱ができました」と秋山昌宏社長は話します。近く増員し、6人
体制に。次なる目標は「第三の柱を育てること」だと言います。
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株式会社マイス
【住　所】　〒213-0032  川崎市高津区久地3-6-12
【電　話】　☎044-813-7530
【ＵＲＬ】　https://www.mice1991.co.jp


